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衆
議
院
議
員
仲
里
利
信
君
提
出
辺
野
古
新
基
地
反
対
の
座
り
込
み
行
動
に
対
す
る
政
府
の
過
剰
・
異
常
な
監
視
に
関
す

る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
の
ゲ
ー
ト
付
近
の
道
路
の
区
域
に
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
二
条
第

一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
設
け
ら
れ
た
テ
ン
ト
等
に
つ
い
て
の
対
応
も
含
め
て
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
事
例
が
あ
っ
た
と
は
承

知
し
て
い
な
い
。

三
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て

道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
道
路
の
区
域
に
設
け
ら
れ
た
工
作
物
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
状
況
に
応

じ
て
、
道
路
管
理
者
が
適
切
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
お
尋
ね
の
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
の
ゲ
ー
ト

付
近
の
道
路
の
区
域
に
同
項
の
規
定
に
違
反
し
て
設
け
ら
れ
た
テ
ン
ト
等
に
つ
い
て
も
、そ
の
違
法
状
態
の
解
決
に
向
け
て
、

夜
間
に
当
該
違
法
状
態
が
悪
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
適
切
な
対
応
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
な
お
、

御
指
摘
の
「
脱
原
発
テ
ン
ト
」
に
つ
い
て
は
、
経
済
産
業
省
本
省
庁
舎
の
敷
地
の
一
部
を
不
法
に
占
拠
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
道
路
の
区
域
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

一



六
及
び
七
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
被
災
自
治
体
支
援
班
（
リ
エ
ゾ
ン
）
」
と
は
、
災
害
発
生
直
後
か
ら
被
災
自
治
体
に
先
行
的
に
派
遣
さ
れ
、

被
災
状
況
や
被
災
自
治
体
の
支
援
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
被
災
自
治
体
を
管
轄
す
る
地
方
整
備
局
等
に
伝
達
す
る
ほ
か
、
被
災

自
治
体
の
業
務
の
支
援
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
被
災
自
治
体
支
援
班
（
リ
エ
ゾ
ン
）
を
現
在
沖
縄
県
に
派
遣
し

て
い
る
事
実
は
な
い
。

八
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
沖
縄
総
合
事
務
局
北
部
国
道
事
務
所
職
員
（
同
事
務
所
に
併
任
発
令
さ
れ
て
い
る
他
の
部
署
の
職
員
も
含
む

）
で
、
二
月
二
十
五
日
以
降
、
百
時
間
を
超
え
残
業
を
強
い
ら
れ
て
い
る
職
員
」
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
五

日
か
ら
同
年
三
月
二
十
四
日
ま
で
の
超
過
勤
務
が
百
時
間
を
超
え
て
い
る
職
員
は
二
十
三
名
で
あ
る
。
ま
た
、
御
指
摘
の
「

健
康
診
断
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
人
事
院
規
則
一
〇－

四
（
職
員
の
保
健
及
び
安
全
保

持
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
週
間
当
た
り
三
十
八
時
間
四
十
五
分
を
超
え
て
勤
務
さ
せ
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
超
え
た
時
間

が
一
月
に
つ
い
て
百
時
間
を
超
え
、
か
つ
、
疲
労
の
蓄
積
が
認
め
ら
れ
る
職
員
か
ら
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
医
師
に
よ

る
面
接
指
導
を
行
う
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
当
該
超
過
時
間
の
算
定
は
、
毎
月
一
回
以
上
、
一
定
の
期
日
を
定
め
て
行
う
こ

二



と
と
さ
れ
て
い
る
。
沖
縄
総
合
事
務
局
北
部
国
道
事
務
所
の
職
員
に
つ
い
て
は
、
同
年
二
月
一
日
か
ら
同
月
二
十
八
日
ま
で

の
期
間
に
お
い
て
算
定
し
て
お
り
、
こ
の
期
間
に
お
い
て
算
定
し
た
超
過
時
間
が
百
時
間
を
超
え
て
い
た
職
員
は
三
名
で
あ

る
が
、
現
時
点
で
は
職
員
か
ら
の
申
出
は
な
く
、
面
接
指
導
を
受
け
た
者
は
い
な
い
。

九
、
十
及
び
十
二
に
つ
い
て

キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
の
ゲ
ー
ト
付
近
の
道
路
の
区
域
に
道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
設
け
ら
れ
た

テ
ン
ト
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
違
法
状
態
の
解
決
に
向
け
て
、
適
切
な
対
応
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
引
き
続
き
、
職
員
の
勤

務
状
況
に
留
意
し
つ
つ
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

十
一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
併
任
発
令
の
理
由
と
目
的
」
に
つ
い
て
は
、
当
該
併
任
発
令
を
受
け
た
職
員
が
、
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
の

ゲ
ー
ト
付
近
の
道
路
の
区
域
に
道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
設
け
ら
れ
た
テ
ン
ト
等
に
つ
い
て
の
対
応

に
係
る
業
務
を
遂
行
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

三


